
令和２年度事後評価 建設部

所属名 事務事業名 ページ番号
緑化推進課 児童遊園管理運営事業 2
緑化推進課 ⾃治会管理の児童遊園地に対する設備整備補助⾦ 3
緑化推進課 緑化推進事業 4
緑化推進課 緑化啓発事業 5
緑化推進課 保存樹保護事業 6
緑化推進課 公園維持管理事業 7
緑化推進課 都市公園安全安心対策事業 8
緑化推進課 県緑化センター跡地公園整備事業 9
緑化推進課 キャンプ場施設整備事業 10
緑化推進課 佐賀城公園整備事業の促進（県営事業負担⾦他） 11
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事務事業進捗報告シート
16 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 児童遊園管理運営事業 事業期間 平成

基本事業 子育て環境の整備

事業概要・目的 こどもの健康増進や情緒を豊かにするため、安全かつ健全な遊び場所を提供する。

事業の対象者 こども及びその保護者

年度
担当部署・係名 緑化推進課　公園係 担当課⻑名 鐘ヶ江泰山

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅⼒ある⼈と⽂化を育むまち   
施策 23安心して子育てできる環境の充実

児童遊園の維持管理のため⼯事や修繕を⾏った。令和２年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 4,980

　　事業総額 4,980

成果指標① 単位

管理瑕疵による児童遊園地での事故件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

0
0 0 0 0

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

危険箇所について確実に修繕を⾏い安全確保に努める。

0

1

2

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

1.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

2



事務事業進捗報告シート
16 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

⾃治会管理の児童遊園地の遊具の安全性を確保するため、今後も地元⾃治会による遊具の新設・補修等に対して補助を⾏う。

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

管理瑕疵による児童遊園地での事故件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

0
0 0 0 0

うち佐賀市の
負担額 782

　　事業総額 782

⾃治会管理の児童遊園地を対象に、遊具などの新設・補修等に対して補助を⾏った。令和２年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 こども及びその保護者

年度
担当部署・係名 緑化推進課　公園係 担当課⻑名 鐘ヶ江泰山

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅⼒ある⼈と⽂化を育むまち   
施策 23安心して子育てできる環境の充実

令和３年度
事務事業名 ⾃治会管理の児童遊園地に対する設備整備補助⾦ 事業期間 平成

基本事業 子育て環境の整備

事業概要・目的

こども及びその保護者に地域で安全に遊べる場を提供することを目的とする。
⾃治会等による児童遊園地の設置、補修等に係る経費に対し予算の範囲内で補助⾦を交付する。⾃治会等か
らの申請に対し、当該経費の５割を補助する。（新設・改設の限度額は１５万円、補修の限度額は９万円とす
る）

0

1

2

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

1.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業進捗報告シート
~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

令和２年度の実績は目標値を超えているものの、花づくりボランティア団体の新規登録や解散等により実績値は増減するため、市⺠
や事業者などが活動しやすい環境づくりを引き続き⾏い、目標の⽔準を維持する。

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

花苗・樹木の植栽箇所数 箇所

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

803
800 800 800 800

うち佐賀市の
負担額 12,700

　　事業総額 20,505

・花づくりボランティア団体への緑化資材（花苗や土など）配布　325件
・⼩中学校、保育所・幼稚園、公⺠館などの公共施設への花苗配布　477件
・接道部の緑化推進について市と協定を締結した市⺠及び事業者への緑化⽀援補助⾦交付　１件
・市⺠、事業者、NPO、ボランティア団体等で組織する「みどりのネットワークづくり推進会議」開催　２回
・市⺠のみどりに関する意識調査　等

令和２年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市⺠、事業者、⾏政

年度
担当部署・係名 緑化推進課　緑化推進係 担当課⻑名 鐘ヶ江泰山

総合計画に
おける位置づけ

政策 恵まれた⾃然と共生し、⼈と地球にやさしいまち        
施策 22都市のみどりと美しい景観の創出

令和３年度
事務事業名 緑化推進事業 事業期間

基本事業 緑化活動の推進

事業概要・目的 みどりあふれるまちづくりを⾏うために、市⺠や事業者などが積極的に緑化活動に参加することができる環境を整え、
山から海までの連続する緑化を推進する。

798

800

802

804

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

1.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業進捗報告シート
50 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 緑化啓発事業 事業期間 昭和

基本事業 緑化活動の推進

事業概要・目的 市⺠にみどりの良さを知ってもらい、緑化意識の向上を図る。また、市内全体がみどりにあふれ、市⺠がみどりとの触
れ合いに満足することを目的とする。

事業の対象者 市⺠

年度
担当部署・係名 緑化推進課　緑化推進係 担当課⻑名 鐘ヶ江泰山

総合計画に
おける位置づけ

政策 恵まれた⾃然と共生し、⼈と地球にやさしいまち        
施策 22都市のみどりと美しい景観の創出

・花とみどりのまちづくりリーダー養成講座修了者　14⼈
・パークメイト（公園サポーター）養成講座修了者　14⼈
・みどりを楽しむ教室を各校区公⺠館で開催　40回
・緑化意識の向上を目的としたイベント開催　等

令和２年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 2,612

　　事業総額 2,612

成果指標① 単位

イベント等に参加してみどりに関して興味が高まったと思う⼈の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

91.7
90 90 90 90

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

令和２年度の実績は目標値に達しているが実績値は変動することから、これからもイベント等を通してみどりに関する情報を積極的に
発信し、目標の⽔準を維持する。

89

90

91

92

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

1.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業進捗報告シート
17 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

保存樹の定期点検や治療等を⾏い、所有者とともにその樹木の保全を図ることで市⺠に保存樹の⼤切さをPRし、引き続き目標の
⽔準を維持する。

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

保存樹の⼤切さについて理解している⼈の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

100
98 98 98 98

うち佐賀市の
負担額 1,027

　　事業総額 1,027

・指定候補樹木の調査
・保存樹の新規指定　１本、指定解除　2本（指定保存樹　計70本）
・指定樹木の健康調査（指定後10年経過した樹木を対象）　2本
・保存樹の治療　1本

令和２年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市⺠、保存樹

年度
担当部署・係名 緑化推進課　緑化推進係 担当課⻑名 鐘ヶ江泰山

総合計画に
おける位置づけ

政策 恵まれた⾃然と共生し、⼈と地球にやさしいまち        
施策 22都市のみどりと美しい景観の創出

令和３年度
事務事業名 保存樹保護事業 事業期間 平成

基本事業 緑化活動の推進

事業概要・目的 歴史と一体となった既存の貴重な樹木（保存樹指定の基準を満たす樹木）を保全し、次世代につないでいく。

96

98

100

102

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

1.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

6



事務事業進捗報告シート
~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 公園維持管理事業 事業期間

基本事業 公園の整備

事業概要・目的
佐賀市の都市公園（７１箇所）、その他の公園及び開発公園（５０４箇所）を良好な状態に保つため、除
草等の公園年間管理、公園施設の補修、改修⼯事及び公園パトロールによる点検等の業務を⾏い、地域住⺠
の憩いの場を提供する。

事業の対象者 市⺠

年度
担当部署・係名 緑化推進課　公園係 担当課⻑名 鐘ヶ江泰山

総合計画に
おける位置づけ

政策 恵まれた⾃然と共生し、⼈と地球にやさしいまち        
施策 22都市のみどりと美しい景観の創出

都市公園やその他の公園等の除草・剪定、病害⾍駆除、トイレ清掃等の維持管理と破損箇所等の補修や改善
を⾏った。令和２年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 364,445

　　事業総額 391,412

成果指標① 単位

管理瑕疵による都市公園での事故件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

0
0 0 0 0

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

施設の危険箇所を早急に発⾒できるよう、⽇常点検や地元の清掃及び管理業務受託者からの報告を活⽤し、安全で快適に利⽤
していただけるような維持管理に努める。

0

1

2

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

1.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

7



事務事業進捗報告シート
25 ~ 6

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 都市公園安全安心対策事業 事業期間 平成 令和

基本事業 公園の整備

事業概要・目的
本市が管理する都市公園において、公園施設の戦略的機能保全や向上対策により子供や高齢者をはじめ、誰も
が安全で安心して利⽤できる公園の整備を推進する。平成２５年度に策定した都市公園施設⻑寿命化計画に
基づき、遊具及び施設の改修並びにトイレのバリアフリー化を⾏う。

事業の対象者 市⺠

年度
担当部署・係名 緑化推進課　公園係 担当課⻑名 鐘ヶ江泰山

総合計画に
おける位置づけ

政策 恵まれた⾃然と共生し、⼈と地球にやさしいまち        
施策 22都市のみどりと美しい景観の創出

１０公園の遊戯施設の改修および２公園の園路の改修を⾏った。令和２年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 26,278

　　事業総額 52,073

成果指標① 単位

改修を⾏った施設数（累計） 基

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

16
30 40 50 60

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

「佐賀市公園施設⻑寿命化計画」に基づいて事業を⾏うことにより、ライフサイクルコストの縮減が期待される。「公園施設⻑寿命化
対策⽀援事業」で遊具や施設の更新を⾏い、⽼朽化が激しい施設の早急な改修を目指す。

0

50

100

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

1.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

8



公共事業進捗報告シート

30 ~ 5 年度

１　公共事業の基本情報

２　事業の進捗率

18.4% 23.4% 55.4%

実績

18.4% 23.4% 74.7% 74.7% 74.7% 100.0%

目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

目標 目標 目標

実績
R3

目標
R4

目標
R5

目標
H30

目標
R1

目標
R2

目標

うち佐賀市の負担 62,650
計 136,936

その他事務費等 3,278
補償費 5,430
用地購入費 43,018
測量・監理等委託料 8,480
工事請負費 76,730

区分 R5年度 年度 年度 年度 合計
うち佐賀市の負担 45,505 8,754 8,391

計 45,505 12,440 78,991
その他事務費等 1,990 1,288
補償費 5,400 30
用地購入費 43,018
測量・監理等委託料 497 7,040 943
工事請負費 76,730

区分 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

整備の目的 市⺠及び近隣住⺠へ公園を提供する。

事業費決算（単位　千円）　　※職員人件費は含まない

担当部署・係名 緑化推進課　公園係 担当課⻑名 鐘ヶ江泰山

総合計画に
おける位置づけ

政策 恵まれた⾃然と共生し、⼈と地球にやさしいまち        
施策 22都市のみどりと美しい景観の創出

基本事業

令和３年度

公共事業名 県緑化センター跡地公園整備事業 事業期間 平成 令和

公園の整備

整備概要 県が所管する緑化センター跡地を取得し、現存する施設を有効活⽤しながら公園整備を⾏う。
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60.0%

80.0%

100.0%

H30 R1 R2 R3 R4 R5 - - - -

目標 実績
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公共事業進捗報告シート

1 ~ 2 年度

１　公共事業の基本情報

２　事業の進捗率

80.0% 100.0%

実績

80.0% 100.0%

目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

目標 目標 目標

実績

目標 目標 目標
R1

目標
R2

目標 目標

うち佐賀市の負担 128
計 11,628

その他事務費等 2,310
補償費
用地購入費
測量・監理等委託料 1,147
工事請負費 8,171

区分 年度 年度 年度 年度 合計
うち佐賀市の負担 64 64

計 9,364 2,264
その他事務費等 2,310
補償費
用地購入費
測量・監理等委託料 1,147
工事請負費 5,907 2,264

区分 R1年度 R2年度 年度 年度 年度

整備の目的 管理棟内の汲み取りトイレを合併浄化槽を設置し、⽔洗化等整備することで、利⽤者の快適な施設利⽤を図
る。

事業費決算（単位　千円）　　※職員人件費は含まない

担当部署・係名 緑化推進課　公園係 担当課⻑名 鐘ヶ江泰山

総合計画に
おける位置づけ

政策 恵まれた⾃然と共生し、⼈と地球にやさしいまち        
施策 22都市のみどりと美しい景観の創出

基本事業

令和３年度

公共事業名 キャンプ場施設整備事業 事業期間 令和 令和

公園の整備

整備概要 山中キャンプ場の管理等及び公衆トイレの合併浄化槽設置による⽔洗化及び園内の⼿摺等整備。

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

R1 R2 - - - - - - - -

目標 実績
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事務事業実績報告シート

47 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

令和３年度

事務事業名 佐賀城公園整備事業の促進（県営事業負担⾦他） 事業期間 昭和 年度
担当部署・係名 緑化推進課　公園係 担当課⻑名 鐘ヶ江泰山

基本事業 観光機能の整備

事業概要・目的
事業主体︓佐賀県
平成３年度に策定された「佐賀城まち構想」の歴史と⽂化の森というコンセプトのもと整備が進められ、平成１９
年３⽉に佐賀城下の歴史・⽂化、⽔と緑を生かした「佐賀城下再生百年構想」が策定された。

事業の対象者 市⺠

総合計画に
おける位置づけ

政策 地域資源を活かして新たな賑わいと活⼒を創出するまち     
施策 01魅⼒ある観光の振興

根拠法令等 地方財政法第２７条２項　都市公園法第２条及び第２条の２

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

　　事業費総額 140,975
うち佐賀市の
負担額 90,375

活動実績① 単位

公園開設面積 ha

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

30

「地方財政法第27条」に基づく負担であるが、負担割合の⾒直し等の考え方について県に要望していく必要がある。また、事業内容
の把握と佐賀市の意⾒の反映に努める。佐賀城本丸歴史館を拠点として、「佐賀城下百年構想」のコンセプトである佐賀城公園ま
ちの創生に向けた歴史・⽂化、⽔と緑に伴う整備を進める。

公園利⽤者数 万⼈

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

116

活動実績② 単位
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